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この新聞は、本校生徒と保護者に進路情報発信のためのものです。
時代が求めるものとは
　体育祭が終わりました。白団の優勝に終わりましたが、どの団も熱く燃えた充実の体育祭でした。さあ、今度は体育祭で見せてくれたその力を、日々の授業や自己の学力向上に向けた取り組みにも発揮していきましょう。毎日の１つ１つの小さな頑張りが蓄積となり、気付かないうちに大きな力となって自己実現や進路実現につながる原動力になります。

　さて、皆さんは「リベラルアーツ」という言葉を聞いたことはありますか？経団連（日本経済団体連合会）が発表した提案の中に、これからの人材育成に対して、ますますリベラルアーツ教育が求められるという記載がありました。経団連が提言するのは「文系・理系の枠を超えた基礎的リテラシー教育」というものです。原文は下記の通りです。
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　　　多様な価値観が融合するSociety5.0時代の人材には、リベラルアーツといわれる
　　　倫理・哲学や文学、歴史などの幅広い教養や、文系・理系を問わず、文章や情報を

正確に読み解く力、外部に対し自らの考えや意志を的確に表現し、論理的に説明す

る力が求められる。さらに、ビッグデータやＡＩなどを使いこなすために情報科学

や数学・統計の基礎知識も必要不可欠となる。
　現代はインターネットの普及、グローバル化が加速し、「正解のない時代」だといわれます。平成の３０年間では各地で大震災が発生、異常気象による災害も後を絶たず、福島の原子力発電所の爆発事故は想定外の事態といわれました。また、現下の新型コロナウイルス感染症の拡大を誰が予測できたでしょうか。明らかに時代が変わったことで、これまでの単一的な知識だけでは、「想定外の事態」に対応できないのかもしれません。
　また、幅広い分野の教養を高めることで、人間的な魅力（表現力や判断力、洞察力や懐の深さ、教養の広さからくる自信や信頼感など）を磨くことにもなります。時代の変化を背景に、企業や社会はこのような力を備えた人材を求めているのではないでしょうか。
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　１，２年次生は、現在次年度の科目履修について考えを深めているところだと思います。３年次生は進路実現に向けた動きが本格化しています。自分の将来について、時代が何を求めているかという視点も入れて考えてもいいと思います。

　そして、キャリア教育の重要性もますます高まっています。職業

のことを調べるだけでなく、他者や地域社会等との関わりのなかで、

自分の考えを表現したり、課題を解決したりして、人間的な魅力を

高めていく。そして、将来の社会での自分を想像しながら自己実現

を図っていく。高校３年間は、未来の自分へのターニングポイント

になると思います。
最後に、本校のキャリア教育目標を確認しておきます。

自己・他者・職業・地域・異文化に関する探究的な学習に取り組み、主体的・積極的行動力
を養うとともに、社会に貢献しようとする態度や能力を育成する。
★実力テストや定期考査について

１，２年次生にとって、６月・７月は、これまでの自分の学習状況や学力を見直す重要な時期です。１年次生は中学時代の学習が定着していますか？高校生になり、ここまでに学習した内容がすべて身に付いていますか？２年次生は昨年１年間を振り返り、高校２年生としての基礎学力を持っていますか？自問自答してください。進路実現を果たすためには何が必要か？最も必要なのは学力です。この学力を蓄積するために、目の前にある授業や課題としっかりと向き合いましょう。
【 定期考査に向けて 】定期考査対策 = 受験勉強

大学入試問題は高校の教科書の内容から出題されています。日々の勉強がテスト対策のコツであることは言うまでもありませんが、多くの人が「学校の勉強」と「受験勉強」を分けて考えてしまっている。ここに大きな落とし穴があります。

　　　　　　　　  × ☚
※２週間前から　　　　　　　　　 　
ＳＴＥＰ1：「クラスで５番以内に入る」など自分なりの目標を立てる。目標があると結果検証が可能。

ＳＴＥＰ2：教科書を使って、テスト前日までに試験範囲を網羅するのに必要な勉強量を見積もる。ＳＴＥＰ3：最初の１週間は英語・国語・数学を中心に学習し、直前１週間は暗記科目に重点をおく。

ＳＴＥＰ4：１週間前に発表される考査時間割に合わせ、計画の修正と勉強科目をコントロールする。

ＳＴＥＰ5：試験終了後には必ず復習をする。間違った所ができるようになって、初めて完結する。

【 いつから本格的に取り組み始めたらいい？ 】

定期テスト対策と受験勉強は、取り組む時期や時間に違いこそあるものの、計画的に進めることやそのサイクルは同じであり、両者は密接につながっています。では、志望校に合格を果たした人の中で、いつ頃から本気で勉強を始めましたか？との質問に対する答えが下記のグラフになります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
進研ゼミアンケート





6月１９日(土)の授業公開は中止になりましたが、進路ガイダンスは予定通り１４：００より実施いたします。当日は南館４階大講義室(１年次生の保護者)と、視聴覚室(２，３年次生の保護者)での分散実施となりますが、内容はどちらも同じになります。マスク着用、事前の検温と手洗い等の感染症対策を万全にされた上でのご出席をお願いいたします。
・ペース配分がつかめず、科目によっては一夜漬け。


・範囲が広すぎて、どこから手をつけていいか分からない。


・返却された答案をすぐになくし、覚えたことを忘れてしまう。








